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要 旨

矯正治療を行 う患者がどのような食生活習慣を有しているのかを検索するために,阻噂能力,口

呼吸の有無,櫓下時における唆筋の緊張状態について調査し,晴乳方法との関連性についても検討

した｡

対象は,みやざき矯正歯科医院を受診した初診患者のうち,16歳未満のもの203名 (男77名,女

126名 ;平均年齢 9歳 9ヵ月)とした｡患者の問診表から,晴乳の状態,口呼吸の有無について,

さらに触診では,鴨下時での唆筋の緊張状態の有無を調査した.また,阻噂能力を判定するために,

寒天印象材を30回阻噂させ,5mmX5mmの節に吐き出させた後,簡上に残った印象材の有無も調

査し,以下の結果を得た｡

1) 矯正治療患者における晴乳状態の調査結果では,母乳 :混合乳 :人工乳-46.3% :

42.9% :10.8%と人工乳栄養のものが少なかった｡

2) 矯正患者をその現症別に分類すると,反対唆合症例が81名で一番多く,ついで叢生症例が67

名,上顎前突症例が37名,開校症例が11名,その他 7名であった｡

3) 瞭下時における唆筋の緊張状態を調べた結果では,瞭下時に緊張がみられたものは52.2%

であった.現症別にみると,開校症例では多くのものが吹合せずに輝下する傾向があること,また

反対校合症例でも半数以上のものが輝下時に校合していなかった｡

4) 阻噂状態を調べた結果では,印象材が残らなかったものは全体の20.7%と非常に少なく,栄

養方法別にみると,人工乳のものだけが著しく少ない値を示した｡また,現症別では,開唆症例,

反対校合症例で少なかった｡

5) 口呼吸に関しては,栄養方法による違いはなかったが,現症別にみると,開校,上顎前突症

例で口呼吸のものが多い傾向を示した｡

21

1994年 5月9日受理

- 21-



22

新潟歯学会雑誌 24巻 1号 1994年

緒 看

乳幼児にとって食べることは,生命を維持す

るばかりでなく,身体の成長や機能の発達のた

めにも非常に大切な行動である1)0

ところが最近,かめない子,かむのがへたな

子が増えていること2),また舌癖を有する子ど

もが増えていることが指摘されている3)｡この

ような問題は,乳幼児期における顎発育とそれ

に伴 う機能発達とが調和していないことに原因

があると考えられる｡一般に顎の発育は,先天

的要因と後天的要田により左右され,後天的要

囲とは,主として生後の生活環境であり,なか

でも口腔は消化管の入口にあるため,いかにど

のような食品をどのような形で食べたかという

観点,つまり食生活が最大の環塙田子であると

考えられている4)0

一方,以上のような報告は, 5歳児未満を対

象としたものであり,矯正患者に関しては大野

ら3)の報告があるけれども,その具体的な数値

については述べられていない｡そこで今回,矯

正治療を行 う患者について,彼らがどのような

食生活習慣を有 しているのかを検索するため

に,阻噂能力,口呼吸の有無,櫓下時における

唆筋の緊張状態などについて調査した｡

対 象 と 方 法

対象は,過去2年間にみやざき矯正歯科医院を

受診した初診患者の うち,16歳未満のもの203

名 (男77名,女 126名 ;4歳11ヵ月～15歳 5ヵ

月,平均年齢 9歳 9ヵ月)とした｡これらの患

者の問診表から,晴乳の状態 (母乳,混合乳,

人工乳),口呼吸の有無(｢口を開けて寝ている｣,

｢普段 口を開いている｣,｢いびきをかく｣の3

項 目)について調査した｡

触診では,嘩下時に吹筋の緊張状態の有無を

検査した｡さらに,阻噂能力を判定するために,

寒天印象材 (デントロイド, レギ ュラー ･ブラ

ウン,デントロニクス社製)を30回阻噂させ,

唆断された印象材を5mmX5mmの飾 (日本理

化学器械社製)に吐き出させた後,節に残った

印象材の個数を数えた (図 1)0

また高崎市内の幼稚園児52名 (男27名,女25

名 ;4歳 1ヵ月～6歳 1ヵ月,平均年齢 4歳

11ヵ月)についても晴乳の状態,瞭下時におけ

る唆筋の緊張状態について触診を行った｡

結 果

1)栄養方法について (表 1,2)

矯正治療患者 203名における晴乳状態の調査

結 果 で は,母 乳 :混 合 乳 :人 工 乳-94名

図 1 阻噂能力を調べるために用いた寒天印象材と節
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表1 矯正患者における栄養法別,瞭下時における唆
筋の緊張状態の有無,鮪上に印象材が残 らな

かったもの,ならびに口呼吸者の割合

(+) (-) 合 計

母 乳 51(ll) 46(8) 94(19)

混 合 乳 43(14) 44(8) 87(22)

人 工 乳 12(0) 10(1) 22(1)

0

9

0

4

3

1

(人)
(+):瞭筋の緊張があるもの
(-):吹筋の緊張がないもの
( )の中の数字は席上に印象材が残らなかったもの

の人数

表2 幼稚園児における栄養法別,嘩下時における嘆
筋の緊張状態の有無の割合

L

L

L

字

字

字

合

工

母

混

入

9

9

9

5

6

4

1

4

5

3

1

2

1

(人)
(+):吹筋の緊張があるもの
(-):吹筋の緊張がないもの

(46.3%):87名 (42.9%):22名 (10.8%)と

人工乳のものが少なかった｡

一方,幼稚園児52名における結果では,母乳 :

混 合 乳 :人 工 乳 -14名 (26.9%):25名

(48.1%):13名 (25.0%)と混合乳のものが多

かった｡また,吹筋の緊張状態を調べなかった

105名を加えた結果では,母乳 :混合乳 :人工

乳-45名 (28.7%):78名 (49.7%):34名

(21.6%)とその割合の傾向はかわらなかった｡

2)現症について (表 3)

矯正患者をその現症別に分頬すると,反対唆

合症例が81名で一番多 く,ついで叢生症例が67

名,上顎前突症例が37名,開唆症例が11名,そ

の他 7名であった｡

3)噴筋の緊張状態 (表 1,2,3)

矯正患者で峨下時における唆筋の緊張状態を

調べた結果では,嘩下時に緊張がみられたもの

は全体の52.2%であった.一方,幼稚園児では

51.9%で唆筋の緊張がみられ,両者に差はみら

れなかった｡これを栄養方法別にみると,矯正

患者では,母乳 :混合乳 :人工乳-54.3% :

49.4% :54.5%であり,また幼稚園児では,母

23

表3 矯正患者における現症別にみた櫓下時における

唆筋の緊張状態の有無,飾上に印象材が残らなかったも
の,ならびに口呼吸者の割合

(+) (-) 合 計 口呼吸

反対嘆合 37(3) 44(9) 81(12)

叢 生 41(16) 26(2) 67(18)

上顎前突 21(6) 16(5) 37(ll)

開 瞭 3(0) 8(1) 11(1)

そ の 他 4(0) 3(0) 7(0)

9

6

2

8

5

2

2

2

(人)
(+):吹筋の緊張があるもの
(-):吹筋の緊張がないもの
( )の中の数字は簡上に印象材が残らなかったものの

人数

乳 :混合乳 :人工乳-64.3% :36.0% :69.2%

であった｡

一方,矯正患者について現症別にみると,吹

筋の緊張状態を認めたものは反対唆合症例で

45.7%,叢生症例で61.2%,上顎前突症例で

56.8%,開校症例で27.3%,その他で57.1%で

あった｡

4)岨嶋能力について (表 1, 3)

矯正患者を対象に阻噂能力を調べた結果で

紘,印象材が残らなかった者は全体の20.7%と

非常に少なく,栄養方法別にみると,母乳 :混

合乳 :人工乳-20.2% :25.3% :4.5%であり,

人工乳栄養のものでは22名中1名しか印象材が

残らなかった者はいなかった.

そこで唆筋の緊張状態を認めたものものの中

で栄養方法別に印象材が残らなかったものを調

べてみた｡その結果,母乳 :混合乳 :人工乳-

21.6% :32.6% :4.5%であり,また同じように

唆筋の緊張がないものでは,母乳 :混合乳 :人

工乳-18.6% :18.2% :10.0%であった｡

一方,現症別にみると,印象材が残らなかっ

た者 は反対校合症例 で14.8%,叢生症例 で

26.9%,上顎前突症例で29.7%,開吹症例で

9.1%,その他の症例では0%と,開校症例,皮

対唆合症例で少なかった｡

5)口呼吸について (表 1, 3)

問診で,｢ロを開けて寝ている｣,｢普段ロを開

いている｣,｢いびきをかく｣の3つの項 目のう

ち, 1つ以上のチェックがあったものは全体の
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44.3%であった.栄養方法別にみると,母乳 :

混合乳 :人工乳-42.6% :44.8% :45.5%であ

り, 3老間で差はみられなかった｡

一方,現症別にみると, 3つの項 目のうち,

1つ以上のチェックがあったものは反対P交合症

例で35.8%,叢生症例で38.8%,上顎前突症例

で59.5%,開唆症例で72.7%,その他の症例で

71.4%であった｡つまり,開唆症例と上顎前突

症例では口呼吸のものが多い傾向にあることが

示された｡

考 察

1)栄養方法について

今回の矯正治療患者における晴乳状態の結果

で は,母 乳 :混 合 乳 :人 工 乳-46.3% :

42.9% :10.8%,一方,幼稚園児52名における

結果では,母乳 :混合乳 :人工乳-26.9% :

48.1% :25.0%,唆筋の緊張状態を調べなかっ

た105名を加えた結果でも,それぞれ28.7% :

49.7% :21.6%で あった｡今 村 ら5) は,昭 和

57-61年に調査した0-4ヵ月児2984名の栄養方

法について調査し,その割合は,母乳 :混合乳 :

人工乳-49.8% :37.6% :12.6%と母乳栄養が

多かったことを報告している｡今回調査した矯

正患者では,母乳栄養が一番多かったが,今村

ら5) の報告に比べ混合乳栄養のものの割合も若

干多い傾向がみられた｡しかし,平均年齢から

考えるとちょうど今村らの調査した時期に出生

しているものが多 く,ほぼ同じような傾向がみ

られた｡しかし,幼稚園児の結果では矯正患者

の結果に比べ混合乳と人工乳栄養のものの占め

る割合が多 く,母乳栄養のものが少なくなって

いた ｡

2)噴筋の緊張状態と岨噂状態について

Moyers6)によれば,正常な成人の嚇下は,口

唇 と頻が活動せずに歯をq交合させて行 う｡これ

に対してタングスラス トを有するものには2つ

のタイプがあり,歯がかみ合った状態で行 う単

純型タングスラス トを伴 う瞭下と歯の間に舌を

押し込み,歯が校合しない状態で櫓下する複雑

型タソグスラス トを伴 う輝下に分けられ,後者

では口呼吸をするものが多いと述べている｡

今回,触診により瞭下時に唆筋の緊張がみら

れたかどうかを検査したが,これはMoyersが

述べている複雑型タングスラス トを伴 うl燕下の

存在の有無,言い換えれば舌癖の有無を調べた

わけである｡

その結果,樵下時に喫筋の緊張がみられたも

のは,矯正患者で52.2%,幼稚園児で51.9%で

あり,両者に差はみられなかった｡また,栄養

法別にみても,矯正患者において,混合乳栄養

のもので唆筋の緊張状態を認めないものが多少

多い傾向はみられたものの,栄養方法による違

いはないものと思われる｡しかし,幼稚園児で

は,唆筋の緊張がみ られたものが母乳 :混合

乳 :人工乳-64.3% :36.0% :69.2%であり,

混合乳栄養のもので櫓下時に唆筋の緊張状態を

認めないものが他の 2群に比べ著 しく多かっ

た｡混合乳栄養のものでのみでなぜこのような

結果を生じたかは不明だが,栄養方法だけに

よってこのような違いが生じたものではないと

も思われる｡

一方,矯正患者について,阻噂状態を調べた

結果では,印象材が残 らなかった者は全体の

20.7%と非常に少なかった｡これを栄養方法別

にみると,人工乳栄養のものでは22名中1名しか

いなかった.

向井1) 紘, 3歳児における摂食状況の現状と

嘱乳方法との関連を調査した結果,あまり噛ま

ない子供 の割合が,母乳 :人工乳-4.9% :

9.3%と晴乳方法による違いは認められないと

述べている｡さらに一連の調査結果を基に,母

乳と人工乳の子供を比べても,晴乳動作に違い

がみられないこと,またその後の機能と形態に

おいても晴乳方法の違いによる明らかな差異を

認めることができなかったことを報告 してい

る｡今回の結果が母乳,混合乳に比べ,人工乳

栄養のものの阻噂状態が悪かったのは,矯正治

療を希望して来院したものを対象として調査し

たためなのか,それとも対象とした年齢層が異

なるためなのかは明らかではないが,さらに検

討する余地があると考えられる｡
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今回用いた印象材を阻曝 させる方法は,5

mmx5mmの鯖に引っかからないまで印象材

を30回の阻噂で粉砕できるのかを判定している

ので,その精度はATP額粒を用いるものなど

に比較すると低いが,臨床の場で行 う方法とし

ては簡便であり,この程度の精度でも十分に症

例の阻噂能力を判定する目安にはな りうると

思っている｡

しかし,このような方法では,純粋に粉砕能

力をみているわけではなく,舌の使い方や唾液

の量などにも影響されるため,今回は印象材が

1個も節に引っかからないものの人数を調べ

た｡その結果は全体で20.7%と非常に少ないも

のとなった｡そこで瞭筋の緊張状態を認めたも

のものの中で栄養方法別に印象材が残らなかっ

たものを調べた結果,母乳 :混合乳 :人工乳-

21.6% :32.6% :4.6%であり,混合乳のものが

高い値を示し,人工乳のもノのでは低い値であっ

た｡また同じように唆筋の緊張がないものでは,

母 乳 :混 合 乳 :人 工 乳-18.6% :18.2% :

10.0%と人工乳のものを除き,唆筋の緊張が認

められた群よりも低い値を示した｡このことか

ら,櫓下時に臼歯部で瞭合しているもののほう

が,より上手な阻噂ができるものが多いことが

考えられる｡

一方,矯正患者について現症別にみると,吹

筋の緊張状態を認私たものは反対瞭合症例で

45.7%,叢生症例で61.2%,上顎前突症例で

56.8%,開校症例で27.3%,その他で57.1%で

あった｡つまり,開校症例では多くのものが校

合せずに櫓下する傾向があること,また反対瞭

合症例でも半数以上のものが嚇下時に唆合して

いないことを示していた｡

これに対して,印象材が残らなかった者は反

対唆合症例で14.8%,叢生症例で26.9%,上顎

前突症例で29.7%,開唆症例で9.1%,その他の

症例では0%と,開唆症例,反対唆合症例で少な

かった｡

一方,広瀬ら7) 紘,チューインガムを噛ませ

て可溶性糖分の溶出量を計測する方法を用いて

阻噂能力を調べた結果,正常校合群に比べ,慕

生群,反対校合群では溶出糖量が少なく,時間

当た りの溶出糖量も少ないことから,これらの

不正校合を有するものでは阻噂筋の活動性が低

いが,上顎前突群では正常唆合群と有意差はみ

られなかったと報告している｡

今回の結果では,正常唆合者について阻噂能

力を測定していないので,不正唆合着間の結果

しか比較できないが,叢生症例と上顎前突症例

では半数以上のものが輝下時に唆合し,また印

象材が残らなかった者が多かったのに対し,開

唆症例,反対校合症例では瞭合せずに櫓下する

傾向があり,また阻噂能力も低い傾向が認めら

れた｡

4)口呼吸について

問診で,｢口を開けて寝ている｣,｢普段口を開

いている｣,｢いびきをかく｣の3つの項 目のう

ち, 1つ以上のチェックがあったものは全体の

44.3%と約半数のものが口呼吸であると考えら

れた.これを栄養方法別にみると,母乳 :混合

乳 :人工乳-42.6% :44.8% :45.5%であり,

3着間で差はみられなかったが,現症別にみる

と,開校症例と上顎前突症例では半数以上のも

のが口呼吸である傾向を示していた｡
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Abstra(:t

Weattempedtoinvestigateeatinghabitsoforthodonticpatientsinrelationtotongue-

thrust,masticatoryperformance,feedingmannerandmouthbreathing.Weexamined203

Orthodonticpatients(77boysand126girls)whovisitedtotheMiyazakiOrthodonticO侃celast

2years.

The丘ndingswereasfollows:

1.1nthefeedingmanner,patientsofbreasトfeedingwas46.3%,arti丘cial-feedingwere

10.8%,andmixedwayofbreast-feedingandarti丘cial-feedingwere42.9%.

2.1nthedistributionaccordingtomalocclusion,therewere81casesofmandibular

protrusion,670fcrowding,370fmaxillaryprotrusion,llofopenbiteand70ftheothers.

3.Therewere47.8%inpatientswhohadtoothapartswollowing.Especialy,Overthehalf

ofopenbiteandmandiblarprotrusioncasesrevealedtoothapartswallowlng.

4.Inthemasticatoryperformance,therewere20.7%inpatientswhohadnoagerimpres-

sionmaterialsonthesiev(5mmX5mm)after30timesmasti丘cationofthosematerials.

5.Thereweremanypatientswithmouthbreathinginopenbiteandmaxillaryprotrusion

cases,butnodifferenceinfeedingmanner.
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